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　食への関心の高まりから、日常的に摂取される食品についても、健康維持や病気予防のうえで大切な



































1）　Maslowski, K. M. et al. Nature 461, 1282─1286（29 October 2009）：Regulation of inflammatory responses by 
gutmicrobiota and chemoattractant receptor GPR43
2）　Matthew Spite, M. et al. Nature 461, 1287─1291（29 October 2009）：Resolvin D2 is a potent regulator of　
leukocytes and controls microbial sepsis
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　2009年 10月14日、無線 LAN統一仕様の普及を目指す非営利団体Wi─Fi Allianceは、新たな無








　2009 年 10 月14 日（米国現地時間）、無線 LAN 統
一仕様の普及を目指す非営利団体Wi─Fi Allianceは、
従来の無線 LAN の利用法を変える新たな無線 LAN
方式である「Wi ─Fi Direct」を発表し、同時にこの認
証プログラムについて発表した 1）。「Wi ─Fi Direct」は





























 情報通信分野 TOPICS Information & Communication
WPA2 方式（Wi ─ Fi Protected Access 2）の暗号化
通信を利用する。
　Wi ─ Fi 無線 LAN は 2.4GHz や 5GHz の周波数を
使い、これまで IEEE802.11シリ ズー（a／b／g／n など）
で知られる通信規格に対応しており、いわゆるデファク
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1）　S. Takahashi et al., “Direct creation of three─dimensional photonic crystals by a top─down approach” Nature 
Materials, Vol. 8, 721,（2009）
2）　京都大学プレスリリース：http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_data/h/h1/news6/2009/090810_1.htm



























































 エネルギー分野 TOPICS Energy
適用を目指すとしている。




















電話を入力デバイスとした Web サービスで QR コ ドー









　図表 1（a）は通常のバ コー ドーと中央の小型ビジュア
ルタグの表面にフォーカスを合わせて撮影した画像で
ある。中心に配置された直径 3 mm の小型ビジュアル
タグは小さな点にしか見えない。しかし、カメラのフォ
ーカスを無限遠に設定すると、中心の小型ビジュアルタ
グは図表 1（b）のように拡大された 2 次元バ コー ドーが
現れる。小型ビジュアルタグを実現している光学系の
概略を図表 2 に示す。まず、LED バックライトからの







まで傾斜しても2 次元バ コー ドーを認識できるが、カメ
ラの位置により認識される 2 次元バーコ ドーの領域が
変化する。バーコ ドー内には位置情報が記録されてい
るため、この情報からカメラの光軸を取得することで
角度センサにもなる。バ コー ドーや RFIDと異なり離れ
た位置からでも小型ビジュアルタグと利用者との相対位
参　考
1）　Mohan, A., et al., Bokode：Imperceptible Visual tags for Camera-based Interaction from a Distance. ACM Trans. 
Graph. 28, 3, 2009. © 2009 ACM, Inc. http://doi.acm.org/10.1145/1531326.1531404























複雑な操作も短時間に習得でき、操作の習熟に時間がかかる 3D CADや 3D CGにおける設計作業の
効率化も期待される。
　2009 年 10 月に英国マイクロソフトリサーチ社ケンブ
リッジ研究所の N. Villar らのグループは複数の新し
いマルチタッチマウスのデザインと操作性評価に関す
る発表を行った 1）。
　1968 年に D. Engelbartらが発表したマウスの機能



























1）　 N. Villar et al., Mouse 2.0：Multi-touch Meets the Mouse, Proc. ACM UIST ’09, pp. 33─42, Oct. 2009. © 2009 ACM, 
Inc. http://doi.acm.org/10.1145/1622176.1622184
2）　 http://www.apple.com/magicmouse/

































　2009 年 9 月、英国のイングランド高等教育助成会議
（HEFCE：Higher Education Funding Council for 
England）は、英国のほかの 3 地域の助成機関と協力
し、高等教育機関の研究レベルを評価する新たな枠




る。2008 年までは RAE（Research Assessment Exer-





















　　 Higher Education Funding Council for England, Research Excellence Framework：Second consultation on the 
assessment and funding of research
　　http://www.hefce.ac.uk/pubs/hefce/2009/09_38/09_38.pdf
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2020 年において現時点の 10 倍、









に よ っ て 策 定 さ れ た。 さ ら に
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2   色素増感太陽電池の現状
図表 1　太陽電池材料の種類と特徴（2009 年 5 月時点の単接合セルにおける比較）
科学技術動向研究センターにて作成















??????? ࠺ࡔ࡝࠶࠻㧔ᡷༀ߇ᔅⷐߥ⺖㗴㧕ᄢ㊂↢↥ߦਇะ߈ߢ޽ࠆޕ㜞ࠦࠬ࠻ޔේᢱଔᩰߩᄌേޔᄌ឵ല₸ߩᡷༀ߇㒢⇇ߦ㆐ߒߡ޿ࠆޕන⚿᥏ Si ߦᲧߴߡૐല₸ߢ޽ࠆޕේᢱଔᩰ߇ᄌേߔࠆޕන⚿᥏ Si ߦᲧߴߡૐല₸ߢ޽ࠆޕశߦࠃࠅഠൻߔࠆޕᚑ⤑ㅦᐲ߇ૐ޿ޕᲥᕈߩ޽ࠆ Asࠍ૶↪ޕ㜞ࠦࠬ࠻ߢ޽ࠆޕᲥᕈߩᒝ޿ Cd ࠍ↪޿ࠆޕTe ⾗Ḯ㊂ߦଐሽߔࠆޕ
 In ⾗Ḯߦଐሽߔࠆޕ⚡ᄖ✢ߦࠃࠆഠൻߔࠆޕ⚡ᄖ✢ߦࠃࠅഠൻߔࠆޕല₸߇ૐ޿ޕ









































































































れる。この時点で 3I─ はヨウ素 
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図表 4　色素増感太陽電池の変換効率の推移および今後の研究開発目標














































2008 年以降に 8% を超える値が報
告されるようになり、NEDO によ

































































5 に示す。この結果は Thomson 
Reuters 社 ISI の デ ー タ ベ ー ス
Web of Knowledge を用いて検索し
たものであり、検索に用いたキー
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2   人類の直面する重要課題と宇宙技術による解決策
24
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　図表 2 は、太陽と地球との間の
エネルギー収支を示しており、地













































































および人件費として 15,000 ポンド /ha を仮定して、都市部表面の白色塗装の費用を見積もった（私信）。この仮定によると、人類
の居住地域である3.25×1012m2 を「白い屋根手法」で覆う総経費は、約4,880億ポンド /年、即ち約2.4 兆ポンド /年 /W/m2。
（b）放射強制力の見積もりはレントンおよびボーン（2009）から引用。
（c）放射強制力の見積もりはガスキル（2004）から引用。
（d）放射強制力の見積もりはレーマンら（2008）から引用。ブライアン・ローンダーの費用見積もりでは、年当り 300～ 400 隻の船
舶および運用費を仮定して、年当り総額約10億ポンド。
（e）この費用は、ロボックら（出版準備中）による見積もりの最小値で、9 機の KC－10 エクステンダー航空機を使用して、年当り
1TgC の H2S を成層圏に散布。年当り 1Tg の S により、－1W/m2 の放射強制力が得られると仮定［参考：レントンおよびボーン
（2009）は、CO2 倍化を相殺する為の量として、1.5 ～ 5TgS/ 年を採用］。
（f）CO2 倍化を相殺するのに充分な放射強制力（－3.7W/m2）を得る為に、100,000t の打上げ重量を仮定。費用見積もりは、将来実現
すると期待される打上げ費用および太陽光反射装置の寿命に専ら依存。打上げ費用は 5,000 ドル/kg および反射装置は 30 年毎の
交換が必要と仮定。この仮定から、－3.7W/m2 を得る為の総費用は年当り約 170 億ドル、即ち約 50 億ドル/年 /W/m2 ［キース
（2000）、キースとの私信］。




から通常の削減対策の費用は、約 2,000 億ドル/年/W/m2。スターンは、CO2 換算で 500～ 550ppmv に安定化する為には、
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図表 5　気候改造技術による冷却効果および中止による影響
出典：参考文献18）
㕍 ✛ ᯍ ⚡⿒ ✛ ᯍ ⚡⿒㕍
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ている 18）。図表 5 の左側は、二酸
化炭素の増加による放射強制力の
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図表 6　宇宙と地上に於ける太陽光エネルギーの比較
出典：JAXA10）



































































で、一基当り約 5 ～ 10GW の電力














































40 億ドルおよび開発期間約 10 ～
12 年程度を見込んでいる。
宇宙開発に於けるイノベーション創出に向けて
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図表 8　宇宙太陽光発電衛星（一例）






































画再検討委員会は、2009 年 9 月 8
日に暫定報告書 30）を公表した後、






















3   宇宙開発イノベーション
図表 9　地上および宇宙発電システムの比較（一例）
出典：参考文献27、28）
総供給電力（GW） 分類注1） 発電費用（ユーロ/kWh）注2） 打上げ費用（ユーロ/kg）注2）
0.5 地上 0.09 （0.06）
宇宙 0.28 （0.28）　　　　　　N/A 
5 地上 0.08 （0.05）
宇宙 0.04 （0.04）　　　　　　750 （200）
10 地上 0.08 （0.05）
宇宙 0.05 （0.05）　　　　　　620 （90） 
50 地上 0.08 （0.05）
宇宙 0.04 （0.03）　　　　　　770 （270） 
100 地上 0.08 （0.05）
宇宙 0.03 （0.03）　　　　　　770 （250） 
500 地上 0.08 （0.05）









































































































































































は 106）規模の CNT ケーブルの実
現が必須と成る。月では重力が地






































































SWCNT注1） 2266 　  　   50 2250                9.0        4.7              3.8 
T1000G注2） 1810　  　   6.4 361        9.2×105 1.9              1.5 
ザイロン PBO注3） 1560　   　  5.8 379        4.7×105 1.9              1.6 
スペクトラ2000注4） 970　   　  3.0 315        6.5×106 1.8              1.4 
M5注5） 1700　   　  5.7 342        1.9×106 1.8              1.5 
M5（予定）注5） 1700　   　  9.5 570        5.9×103 2.4              1.9 










注 8）Re は地球の半径で、約 6,378km 
注 9）安全係数（f）は、左側が 2、右側が 3
30
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内に於いて、地球より内側では
0.39 天文単位（AU：1AU は太陽─






























































　MMOSTT（Moon & Mars Orbit-




















































図表 13 を参照）との比（ΔV／ VC）
の二乗を冪とする指数関数に比例




























































































































また Rm、ρm、I および j は各々、
磁気セイルの半径、密度、超伝導
コイルを流れる電流および電流密
度 で あ る。μ は 真 空 の 透 磁 率
（=4π× 10─7）である。
　F／M=0.59（μρ2V4Rm／I）1／3（j／ρm）
　 太 陽 風 の 代 表 的 な 値 と し て





• 寸法：本体 直径 1.6m×高さ 1m、膜面 差渡し 20m×厚さ 7.5μm
• 重量：315kg（内膜面 15kg）
32
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10─ 21kg／ m3）／ Rs2［Rs は、磁気セ
イルの太陽からの距離を天文単位
（AU）で表した値］、また超伝導コ
イ ル に つ い て は、Rm =31.6km、
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なり、NIAC は 2007 年 4 月 31 日を
もって活動を停止した 59）。










ド ル 以 内 で 更 に 検 討 を 進 め る
「フェーズ 2」があった。受領した
研究提案は総数 1,309 件に昇り、






な お、NIAC 存 続 期 間 に 於 け る





















































































































トが 1/100 ～ 1/10,000 に低減
同等な能力の宇宙機の重量
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科学技術動向研究センターのご紹介
　2001 年 1 月より内閣府総合科学技術会議が設置され、従来以上に戦略性を重視する政
策立案が検討されています。科学技術政策研究所では、戦略策定に不可欠な重要科学技術
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